生物科学セミナー
第864回 　平成20年12月17日（水）16：30〜18：00

	 講演題目：光合成生物における硝酸同化の制御

	 講演者名：小俣　達男（名古屋大学大学院生命農学研究科） 

	講演の概要

硝酸イオンを還元同化する能力は、真核・原核生物、光合成生物・従属栄養生物を問わずに生物界に広く分布している。硝酸同化のエネルギーコストの大きさのため、硝酸同化はどの生物群でも厳密に制御されており、「基質である硝酸イオンあるいは亜硝酸イオンによる正の制御」と、「細胞内の窒素充足状態に応じた負の制御」の両面からの制御が共通に認められる。植物や藻類、ラン藻（シアノバクテリア）など酸素発生型の光合成を営む生物の場合、それらのほとんどが硝酸イオンを主要な窒素源としており、硝酸同化の制御はもっとも重要な代謝調節機能のひとつとなっている。さらに、遺伝子発現レベルでの調節に加え、基質の吸収や還元過程の翻訳後段階での調節が顕著であることも、光合成生物の特徴である。

本講演は、ラン藻、緑藻、コケ、高等植物などの光合成生物を中心にして硝酸同化系の制御の共通点と相違点を、分子機構と生理的機能の観点から概観し整理することを目的とする。
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